
地

凍

節
七
番

即
恥
関
節

f
,
伊
大
利
､
欄
追
及

英
樹
之
に
つ
ぐ
.
人
造
綿
糸
は
償
綿

安
定
し
t)J
任
用
し
や
す
-
､
･日
払

約
糸
と
の
配
食
み
後
難
に
し
て
､
手

序
に
し
て
珊
嘘
あ
り
'
且
戯
る
光
弾
め
ろ
紙
物
み
墳
現
せ
る
施
め
に
､

諦
陶
の
附
出
方
は
年

々
将
加
の
勢
に
釣
り
､
海
外
に
て
弛
糾
せ
ら
ろ
1

絹
神
の
小
人
出
絹
糸

は
井
原
料
竺

二
分

7
私
含
む
に
至
=
り
と
い
ふ
｡

o

地

球

拳

固

講

演

曾

概

況

三
1-
十
九
日
地
球
桝
川
虫
催
大
阪

朝日
新
川
批
待
桟
の
下
に
伺
祉
附
属
朝
日
骨
仲
に
於
て
左
記
題
目
の
下

に
純
綿
骨
私
的
促
し
聴
衆
約
六
甘
痛
感
批
鮎

に
閉
骨
す

7
他
宗
岨
鞘
抑
減
の
可
能
性
に
就

い
て

･Ee･堺
博
士

一
升
後
難
山
地
鐙
に
搬
ほ
れ
た
る
地
建
純
と
地

弱
繰

規

準

士

7
地
鐙
の
轍
知
方
法
の
現
状
に
つ
い
て

理

拳

博

士

小
川

疎
給

中
村
新
米
雌

粒
山

湛
稲

0
徳

島
支

部

徳
捲
煤
'1
挙
国
支
部
が
成
立
し
､
本
望

耳

よ
り

束記
四
名
の
役
且
の
方
々
の
努
力
に
よ
っ
て
大
Li
学
外

に
満
勘
せ
ら
れ

る
こ
と
･̂
な
り
鼓
し
た
｡
穂

掩

酵

榔
端

畢

校

同

豚
立地
田
中
塀
校

同

女

子帥
純
附
属
佼

同

設
不

凍

郷

欝

吉
川

磁

界

篠
原

巾
心拍
君

対
象

威
光
潜

開答問響
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4

貫

尊

慮

答

t-_rl--IL-1'L一-〇〇〇ll●●一●壬

■一●●･●一

間

ヅ
ル
-

ス
(

D
uluth
)

琴

北
米
･･,

い中

り
卦
仙川ツ
⊥八
-
サ
ル

湖
畔
の
港
市
に
し
て
湖
･jJ,変
池

節
:rfi
戟

･

望

〇

八
六

の
婆
聖

北
大
中
枠
鋭
退
路
他
O
.障
上
家
池
の
位
私
し
め
汀
リ
.･
湖

上
立
付
択
倍
の
山
地
の
斜
間
に
あ
り
､
過
去
の
湖
搾
段
丘
に
任
し
風

食
細
め
て
弟
ほ
し
く

帖
は
,I,
ネ
リ
グ
叫
み
前
附
に
純
へ
t(
.港
内
批

節
か
也
'
尉
牛
肇

鞄
材
撃

粒
鋭
焼
､
製
粉
叫
称
の
エ
揚
多
-
.

其
尤
も
流
嬰
な
る
は
=
の
柿
の
附
虻
に
れ
す
る

叫
火
織
鉄
石
み
=
･̂

よ
り
輸
出
す
る
に
あ
り
'
人
口
十
粥
､
商
業
油
改
み
以
て
綴
字
r
る

ス
ワ
イ
ヤ
海
淵
(
S
w
ire
d
ee
p
)

7
.･,h
ア
大
陸
の

光
方
､太

平洋の四
に
は
海
淵
港
だ
多
Y
北
ハ火
陣

に
光
も

起
4
Jは
琉
凍
梅
林
'
ヒ
･1
ソ
ピ
ソ
侭
浦
等
な
る
が
.
ス
y
イ

ア
海
淵
は
六
千
米
以
上
の
総
皮
私
有
L

恰
-
ヒ
-
タ
iJ
y
群
砧
と
､

琉
球
と
の
中
間
に
催
し
北
緯
十
五
度
よ
り
二
十
度
東
経
甘

二
十
五
度

よ
り
軍

二
十
二
庭

過
り
間
に
瀕
か
る
盆
肋
の
潟
湖
に
し
て
田
糖
甚
だ

火
也
｡
界
東

(政
界
0
虫
)

姦
圏
の
甘同
桃
州

に
あ

り
ま
す
'
-
と
阿
娘
と
い
っ
た
の
で
す
が
妃

年
改
名
L
ま
し
た
､
下
淡
水
演
の
平
野
に
あ
っ
て
骨
鋸
鵜
培
地
の
中

心
で
す
Q
(
か
1
り
)

ボ
リ
ビ
ア
､
ラ
バ
ズ
の
緯
度
は
何
度
で
す
か
(大
阪
大
山
並
)

7
7(
三
七
空

八
雲

尋

の
開
度

P
e
n
tlan
d
が

L
ap
a
川

の
紳

庇
測
定
に
降
し
グ
ロ
ノ
メ
ー
ト
ル
払
鎚
ん
で
計
鉢
し
た
の
で
､
附
に

代
田
鯉
六
十
八
鹿
五
十

7
分
四
十
五
秒
､
後
に
は
六
十
入
皮
九
分
十

秒
六
と
軸
管
さ
れ
て
ゐ
た
｡
し
か
る
に

一
九

二二
年
ラ
バ
ズ
に
於
け

る
｡th
e
C
o
E
eg
e
o
f
S
an

C
a
七山X
tO
で

D
esco
te
M
氏
以
下
め
新

ら

し
い
計
井
が
試
み
ら

れ
た､
それ
ほ街
利
の
サ
ン
チ
エ
.n
と
憶
倍

か
家
政
し
て
の
州
先
で
今
度
は

6
3｡
a
､12
､､.5
"O
司
j=0
､､.t
と
仙椎
過
さ

れ
た
o


